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ご
挨
拶 

  

会
員
の
皆
様
、
立
夏
も
過
ぎ
、
芒
種
の
頃

と
な
り
ま
し
た
。
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
俳
句
の
季
語
「
薄
暑
」（
初
夏
の
頃
ほ

の
か
に
感
じ
る
暑
さ
、
暑
さ
で
あ
っ
て
も
不

快
感
が
な
い
も
の
）
の
と
お
り
、
外
出
に
は

持
っ
て
こ
い
の
季
節
で
す
。
自
然
と
足
は
緑

の
多
い
場
所
に
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。
都
市

化
が
進
む
前
は
、
多
く
の
人
は
里
山
の
近
く

で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
そ
の
辺
り
に

足
が
向
く
こ
と
は
、
言
わ
ば
〝
ふ
る
さ
と
返

り
〟
の
行
動
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

人
が
手
を
入
れ
た
自
然
で
あ
る
里
山
（
森

林
）
は
、
人
々
の
暮
ら
し
に
必
要
な
食
料
や

燃
料
を
は
じ
め
、
薬
や
染
料
、
建
築
資
材
に

至
る
生
活
用
品
を
獲
得
す
る
場
で
し
た
。
と

同
時
に
四
季
が
巡
り
、
適
度
の
オ
ゾ
ン
が
発

生
す
る
癒
し
の
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う

は
言
っ
て
も
、
私
た
ち
道
産
子
に
は
、
里
山

は
あ
ま
り
馴
染
み
が
な
い
こ
と
も
事
実
で
す
。

今
も
、
ふ
る
さ
と
札
幌
の
周
辺
の
山
々
に
は

鬱
蒼
と
し
た
原
始
の
森
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

わ
ず
か
百
五
十
年
ほ
ど
前
に
、そ
の
原
生
林
を

伐
採
し
、
原
野
を
開
墾
し
て
、
生
活
の
場
を 

     

を
つ
く
っ
て
き
た
わ
け
で
す
か
ら
、
里
山
の

概
念
に
乏
し
く
、
そ
も
そ
も
里
山
文
化
の
歴

史
も
刻
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
道
外

（
本
州
、
四
国
・
九
州
）
に
ル
ー
ツ
を
持
つ

道
産
子
に
里
山
は
無
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

そ
こ
で
、
里
山
文
化
の
背
景
に
あ
る
森
林

に
つ
い
て
の
主
要
な
文
化
論
を
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
ブ
ナ
帯
（
ナ
ラ

林
）
文
化
論
で
、
こ
れ
は
―
―
ブ
ナ
や
ミ
ズ
ナ

ラ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
林
か
ら
の
恩
恵
が
生

態
系
を
形
作
っ
た
結
果
、
人
は
食
料
資
源
と

し
て
、
大
型
・
中
型
の
動
物
を
狩
猟
対
象
に

し
た
。
さ
ら
に
、
落
葉
の
腐
食
が
作
り
出
す

肥
沃
な
土
壌
は
、
太
陽
光
の
下
で
林
床
に
ベ

リ
ー
類
等
の
低
木
・
灌
木
や
山
菜
・
キ
ノ
コ

類
を
育
て
た
。
そ
の
土
壌
に
浸
み
込
ん
だ
雨

水
は
、
湖
水
や
河
川
に
流
れ
出
し
て
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
を
発
生
さ
せ
、
魚
類
な
ど
の
水
産
資

源
を
生
み
出
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
恵
ま
れ

た
自
然
か
ら
、
狩
猟
や
採
集
、
漁
労
に
よ
っ

て
食
料
資
源
が
得
ら
れ
た
た
め
に
、
稲
作
（
農

耕
社
会
）へ
の
移
行
は
遅
れ
て
し
ま
っ
た
―
―

と
い
う
も
の
で
す
。 

 

東
京
札
幌
会 

 

会
長 

秦 

豊
昭 

  

も
う
一
方
の
照
葉
樹
林
文
化
論
は
―
―
ブ

ナ
帯
に
比
べ
て
自
然
か
ら
の
食
料
資
源
に
恵

ま
れ
な
か
っ
た
照
葉
樹
林
帯
で
は
、
高
温
多

湿
の
自
然
環
境
で
米
や
茶
・
み
か
ん
等
が
栽

培
さ
れ
、
発
酵
食
品
（
醤
・
酢
・
味
噌
等
）

が
生
ま
れ
た
。
稲
作
は
安
定
的
な
食
糧
を
賄

っ
て
人
々
を
定
住
さ
せ
、
弥
生
時
代
の
人
口

増
加
を
促
し
た
―
―
と
い
う
も
の
で
す
。よ
く

「
日
本
人
は
農
耕
民
族
だ
」
だ
と
言
わ
れ
ま

す
が
、
こ
の
二
つ
の
文
化
論
は
、「
狩
猟
民
族
」

で
も
「
農
耕
民
族
」
で
も
あ
る
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
私
た
ち
道
産
子
も
、

そ
の
ル
ー
ツ
に
「
挑
戦
（
狩
猟
）」
と
「
忍
耐

（
農
耕
）」
と
い
う
二
つ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
受
け
継

い
で
い
る
か
ら
こ
そ
、
開
拓
使
設
置
か
ら
百

五
十
余
年
で
、
こ
の
北
の
大
地
に
人
口
二
百

万
人
に
迫
る
大
都
市
を
創
り
上
げ
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

当
会
の
運
営
に
あ
た
り
、
私
た
ち
役
員
一

同
、
ふ
る
さ
と
の
礎
を
築
い
た
祖
父
母
・
曽

祖
父
母
ら
の
開
拓
者
精
神
と
そ
の
努
力
を
胸

に
刻
み
、
精
一
杯
努
め
て
参
り
ま
す
。
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

                            

イベント報告①「第４回 札幌企業東京交流会＆特別講演会」2023 年 11 月８日（水）／東京交通会館 

 2023 年１月に開催の第３回に引き続き、「特別講演会（第２回）」とセット

で「札幌企業東京交流会（第４回）」を開催。法人会員や札幌関係企業、一

般会員など約 50 名が参加しました。第１部の講演会では、札幌市の「都

心のまちづくり」と「ウインタースポーツ振興への取組」の二つのテーマ

が語られ、引き続き行われた第２部の交流会では、名刺交換や歓談、情報

交換などが活発に行われました。 

▲講師の岩田 朋道氏（札幌市まちづくり政策局 都心まちづ

くり推進室 都心まちづくり課長）は、進行中のプロジェクトも

含めて、これからの札幌都心のまちづくりの展望を紹介。 

▼
講
師
の
枝
元 

俊
晴
氏

（
札
幌
市
ス
ポ
ー
ツ
局 

招

致
推
進
部 

招
致
戦
略
担

当
課
長
）。 
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東
京
札
幌
会
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら

札
幌
市
政
の
推
進
に
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

ま
た
、「
ふ
る
さ
と
札
幌
」
を
力
強
く
応
援

い
た
だ
き
、
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
今
年
３
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
東
京

札
幌
会
「
春
の
つ
ど
い
」
が
大
勢
の
方
の
お

集
ま
り
の
も
と
、
盛
会
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

こ
と
を
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

さ
て
、
昨
年
度
は
９
月
に
、
64
の
国
と
地

域
か
ら
、
観
光
関
係
者
７
７
３
名
が
参
加
し

た
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
・
ワ
ー
ル

ド
サ
ミ
ッ
ト
（
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
）」
と
い
う
世
界
が

注
目
す
る
催
し
が
行
わ
れ
、
札
幌
・
北
海
道

の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信
す
る
好
機
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
大
通
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
や
雪

ま
つ
り
と
い
っ
た
本
市
を
代
表
す
る
大
型
イ

ベ
ン
ト
が
４
年
ぶ
り
に
通
常
開
催
さ
れ
、
国

内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
な
ど
、

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
が
着
実
に
進
ん
で
い

る
こ
と
を
実
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

      

加
え
て
、
先
の
Ｇ
７
札
幌
環
境
大
臣
会
合

の
開
催
を
契
機
と
し
て
、
札
幌
市
・
北
海
道

は
、「
脱
炭
素
社
会
の
未
来
を
拓
く
北
海
道
・

札
幌
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。
宣
言
で
は
、

北
海
道
が
持
つ
国
内
随
一
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
活
用

し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る

産
業
の
振
興
や
、
世
界
的
な
環
境
金
融
の
呼

び
込
み
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む
決
意
を

表
明
し
ま
し
た
。 

 

国
は
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
投
資
を
大
胆
に
加
速
さ
せ
、

今
後
10
年
間
で
、
官
民
協
調
で
１
５
０
兆
円

を
超
え
る
新
た
な
関
連
投
資
を
実
現
す
る
方

針
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
官
民
投
資
、

そ
し
て
こ
れ
ら
に
呼
応
す
る
形
で
世
界
中
か

ら
集
ま
る
投
資
を
北
海
道
・
札
幌
に
呼
び
込

む
た
め
に
は
、
そ
の
た
め
の
環
境
整
備
が
極

め
て
重
要
で
す
。
そ
こ
で
、
昨
年
６
月
に
産
学

官
金
21
機
関
で
構
成
さ
れ
る
Ｇ
Ｘ
・
金
融
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
「T

ea
m
 S
a
pp

o
ro

-
H
ok

k
ai

d
o

」

を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
し
て
６
月
４
日
、
北

海
道
と
札
幌
市
は
、
世
界
レ
ベ
ル
で
の
規
制 

 

札
幌
市 

市
長 

 

秋
元 

克
広 

 

緩
和
や
、
税
制
優
遇
措
置
等
を
実
現
す
る
た

め
の
「
Ｇ
Ｘ
金
融
・
資
産
運
用
特
区
」
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
百
年
に
一
度
の
こ
の
チ
ャ

ン
ス
を
し
っ
か
り
と
捉
え
、
Ｇ
Ｘ
と
金
融
を

掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
に
類
を

み
な
い
新
し
い
地
方
創
生
の
姿
を
作
り
上
げ

て
参
り
ま
す
の
で
、
こ
の
分
野
も
、
ど
う
ぞ

ご
注
目
く
だ
さ
い
。 

  

結
び
に
、
東
京
札
幌
会
の
益
々
の
ご
発
展

と
、
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
心
か
ら
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。 

          

こ
の
夏
の
開
催
が
待
ち
遠
し
い
大
通
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン 

                            

市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ 

札幌 TOPIC「さっぽろ大通ビアガーデン」2024 年 7 月 19 日（金）～8 月 14 日（水）／札幌市内 

 札幌の夏の風物詩である「さっぽろ大通ビアガー

デン」は、都心部の大通西５～８、10・11 丁目の

約１km にわたり、およそ１万席が用意される国内

最大級のビアガーデンです。国内４大ビールメー

カーが出店し、それぞれに趣向を凝らした会場づ

くりを行っています。札幌市内の対象ホテル宿泊

者には、混雑時にも安心してご利用いただける観

光客専用予約席「おもてなシート」も設置予定で

す。爽やかな札幌の夏を、冷たいビールで存分に

楽しむことができる、市民にも観光客にも大人気

の“さっぽろ夏まつり”恒例のビアガーデンに、

ぜひ、お出かけください。 
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イベント報告② 

「暑気払いビール会（夏のつどい）」 
2023 年７月 22 日（土）／新宿ライオン会館 

 

イベント報告③ 

「国会見学会＆秋のつどい」 
2023 年 10 月８日（日）／衆議院＆北海道・飯田橋駅前店 

 

                              

                              

                              

▲第１部は、衆議院議員

秘書の佐々木昭雄監

事（後列右から２人

目）の詳しいガイド

で、約１時間の衆議院

見学ツアーを、つつが

なく終了。 

初の試みとして、午後３時からの第１部「国会見学会（ガイド付

衆議院見学ツアー；文化の秋）」と、引き続き、夕方～夜の第２部

「秋のつどい（北海道の味わいを楽しむ懇親会；味覚の秋）」を企

画。第１部に 25 名、第２部に 32 名の参加者があり、それぞれに

趣向の異なる二つの秋のイベントを楽しみました。 

コロナ禍による中断・試行錯誤を経た 2023 年夏、やっと本来の「暑

気払いビール会」が復活しました。初めて利用する新宿ライオン

会館６階の「パーティ個室ライオン」に、この日を待ちわびた約

60 名が集まり、故郷・札幌がルーツの生ビール（黒ラベル）で乾杯！ 

飲み放題のビールや各種ドリンクがグイグイ進む料理を味わいなが

ら、久し振りの方も、初めての方も、たちまち和やかに打ち解け、

陽気な歓談が続きました。今年は７月 20 日（土）、また同じ会場で

飲みましょう！⇒早速、同封の《ご案内》をご覧ください。 

▼ 浴衣姿の若木家元翁（柳 和久）さんの軽

快な小噺に、大いに笑って、また飲んで！ 

▲ ▼ 第２部の会場は、

飯田橋駅上の「北海

道愛食大使」認定店・

北海道。北の食材と

飲み放題に会話が弾

み、地上２０階からの

夕暮れ～夜景を眺め

ることも、つい忘れがち

に……（!?） 
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イベント報告④「春のつどい（第 4８回総会・懇親会）」2024 年３月 17 日（日）／ホテルグランドヒル市ヶ谷 

   

イベント報告⑤「北海道ふるさと会連合会 春のジンギスカン大会」2024 年５月 25 日（土）／松尾ジンギスカン赤坂店 

 

                              

                              

                              

北海道ふるさと会連合会の恒例イベント「春のジンギスカン大会」が、道産子には“まつ

じん”でおなじみの松尾ジンギスカン赤坂店で開催されました。総勢 60 名以上（上の写真）

で貸切にした赤坂店に、東京札幌会からは計 10 名の会員と同伴者（左の写真）が足を運び、

道民熱愛のソウルフード、“タレが命”の松尾ジンギスカンをタップリといただきました。 

開催時期を３月に移して２度目の「春

のつどい」には約 50 名が参加。第 48

回総会に先立ち、渡辺 拓元会長の逝去

（８頁を参照）が伝えられ、全員で黙

祷を捧げました。総会では、退任・新

任各１名の役員変更を含む全ての議案

が承認されて、滞りなく終了。引き続

き懇親会が開幕し、秦会長、札幌市・

石川副市長のご挨拶、しのだ札幌市議

会副議長の乾杯のご発声で、和やかな

春の宴が繰り広げられました。 

▲ 札幌市・秋元

市長の名代、

石川敏也副市

長に来賓のご

挨拶をいただ

きました。 

▼ 乾杯のご発声

をお願いした

しのだ江里子

札幌市議会副

議長。 

▲ 北海道ふるさ

と会連合会の

イベントの都

合で途中退席

する新家鶴男

同連合会長が

皆様にご挨拶。 
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・
さ
っ
ぽ
ろ
★
ト
リ
ビ
ア
～
知
っ
て
い
る
と
役
立
つ
か
も
～
・ 

札
幌
は
〝ワ
イ
ン
の
街
〟
だ
っ
た
!? 

 

地
球
温
暖
化
の
た
め
か
、
北
海
道
の
農
作
物
は
、
ど
ん
ど
ん
進
化
し

て
い
る
よ
う
で
、困
難
と
さ
れ
て
い
た
良
質
な
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
の
栽

培
と
、
質
の
良
い
ワ
イ
ン
造
り
の
可
能
性
が
広
が
り
、
各
地
に
続
々
と

ワ
イ
ナ
リ
ー
が
誕
生
し
て
い
る
。
北
海
道
は
今
、
山
梨
、
長
野
に
次
ぐ

国
内
第
３
位
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
数
（
60
以
上
。
こ
の
10
年
で
３
倍
以

上
に
急
増
）
を
誇
る
日
本
有
数
の
ワ
イ
ン
産
地
に
な
っ
て
い
る
。 

 

北
海
道
の
ワ
イ
ン
醸
造
の
歴
史
は
、
１
８
７
６
（
明
治
９
）
年
、
開

拓
使
が
開
設
し
た「
札
幌
葡
萄
酒
醸
造
所
」に
始
ま
る
。そ
の
廃
業
で
、

１
９
１
３
（
大
正
２
）
年
か
ら
途
絶
え
て
い
た
北
海
道
の
ワ
イ
ン
生
産

は
、
１
９
６
０
年
代
に
十
勝
・
池
田
町
で
復
活
し
、
富
良
野
や
函
館
、 

                 

七
飯
、
小
樽
な
ど
、
道
内
各
地
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。 

 

そ
し
て
２
０
０
１
（
平
成
13
）
年
、
札
幌
市
中
央
区
・
盤
渓
峠
の

中
腹
に
開
設
さ
れ
た
「
ば
ん
け
い
峠
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
」
で
、
札
幌
の
ワ

イ
ン
醸
造
の
歴
史
が
再
開
。
２
０
０
９
（
同
21
）
年
に
は
南
区
藤
野

で
「
さ
っ
ぽ
ろ
藤
野
ワ
イ
ナ
リ
ー
」
が
ワ
イ
ン
製
造
を
始
め
、
南
区
砥

山
に
は
２
０
１
１
（
同
23
）
年
に
「
八
剣
山
ワ
イ
ナ
リ
ー
」
が
誕
生

し
た
。
さ
ら
に
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
、
手
稲
区
新
発
寒
で
「
さ
っ

ぽ
ろ
ワ
イ
ン
株
式
会
社
」
が
開
業
。
ば
ん
け
い
峠
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
昨

年
３
月
に
醸
造
を
終
了
し
て
23
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
が
、
こ
の

春
、
中
央
区
の
北
大
植
物
園
隣
接
地
で
都
市
型
ワ
イ
ナ
リ
ー
「
リ
ベ
ラ

ワ
イ
ン
テ
ラ
ス
」
が
醸
造
を
開
始
。
市
内
に
４
つ
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
あ

る
札
幌
は
、い
ず
れ
〝
恋
の
町
〟
〝
ビ
ー
ル
の
ま
ち
〟
だ
け
じ
ゃ
な
く
、

〝
ワ
イ
ン
の
街
〟
と
呼
ば
れ
る
日
が
来
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

                 

                          

▲ 八剣山ワイナリー・八剣山キッチン＆マルシェ（ワ

イナリー敷地内に併設のイートインレストランと

ショッピングコーナー）／〒061-2275 南区砥山

194-1／TEL.＆FAX.011-596-5778／定休日・営業

時間はホームページ「お知らせ」を参照 

▼さっぽろ藤野ワイナリー／〒061-2271 南区藤野

670-1／TEL.011-593-8700／FAX.011-596-9377

／営業時間（定休日・火曜日）11：00～17：00／敷地

内に「カフェ＆レストラン ヴィーニュ」を併設 

▲さっぽろワイン株式会社／〒006-0805 手稲区新

発寒 5-1-6-1／新発寒醸造所・事務所（営業日・

月・火・水）TEL.011-681-0213、同・直売ショ

ップ（営業日・木・金・土・日・祝／11：00～17：00）

TEL.011-215-5796／FAX. 011-215-5798／醸造

所とともに札幌市に手稲前田ヴィンヤード（上の

写真）と新琴似ヴィンヤード、石狩市に八幡ヴィ

ンヤード＆ショップと樽川ヴィンヤードを展開 

※ヴィンヤード：ブドウ畑 

2023 年９月、北海道大学は

札幌キャンパス内に学内共

同プロジェクトの拠点となる

「北海道大学ワイン教育研

究センター」を開所（設立は

2022 年４月）。道産ワイン

の試飲（有料）やセミナー開

催で一般開放の予定も。 

 

開拓使が「札幌葡萄酒醸造所」を開設

した 1876（明治９）年、北海道初の

ワイン醸造が行われた。その後、民間

（長州の桂 二郎）に払い下げになった

同醸造所は、1891（同 24）年に札幌

の実業家・谷 七太郎に売却されたが、

1913（大正 2）年には廃業。札幌市内

で再びワイン醸造が行われたのは 88

年後の 2001（平成 13）年だった。 

▲1876（明治９）年に開拓使が太政官に提出した製

糸所、葡萄酒製造（醸造）所、麦酒製造（醸造）所

の写真。葡萄酒・麦酒醸造所は同年９月に建設。 
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札
幌
市
東
京
事
務
所
よ
り 

■ 

札
幌
市
東
京
事
務
所 

所
長 

佐
藤 

美
賀 

 

昨
年
度
一
年
を
か
け
て
、
四
季
折
々
に
企
画
さ
れ
て
い
る
東

京
札
幌
会
の
活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
皆
様
の
「
今
の

札
幌
を
知
り
た
い
」「
札
幌
の
た
め
に
何
か
し
た
い
」
と
い
う
熱

い
気
持
ち
に
深
く
感
動
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
東
京
事

務
所
と
し
て
も
、
皆
様
の
活
動
を
支
え
る
形
で
、
皆
様
の
思
い

を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

の
応
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

本
年
度
、
新
た
に
着
任
し
た
４
名
の
職
員
か
ら
ご
挨
拶
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

                 

■ 

連
絡
担
当
係
長 

行
天 

朋
会 

 

東
京
だ
か
ら
こ
そ
直
接
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
歴
史
や
文
化

へ
の
期
待
、
東
京
の
暑
さ
や
人
混
み
に
対
す
る
不
安
な
ど
と
と

も
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
札
幌
を
離
れ
て
生
活
す
る
の
は

20
年
振
り
と
な
り
ま
す
。
離
れ
た
場
所
か
ら
見
つ
め
る
こ
と

で
札
幌
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
多
く
の
方
々
に
札
幌
を
好
き
に

な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
そ
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
東
京
在
任
中
は
「
つ
な
ぐ
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

多
く
の
方
々
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、
首
都
圏
に
集
中
す
る

資
源
や
情
報
を
様
々
な
形
で
札
幌
へ
橋
渡
し
で
き
る
よ
う
、
公

私
と
も
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

…
＊
…
＊
…
＊
…
＊
…
＊
…
＊
…
＊
…
＊
…
＊
… 

■ 

連
絡
担
当
係
長 

奥
山 

寛
之 

 
札
幌
市
が
進
め
る
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
と
金
融
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
中
央
省
庁
と

の
連
絡
調
整
担
当
と
し
て
、
４
月
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
雪

が
残
る
札
幌
か
ら
桜
が
咲
い
て
い
る
東
京
へ
の
引
越
し
は
、
季

節
が
変
わ
っ
た
よ
う
な
感
覚
が
あ
り
、
こ
の
気
候
の
差
に
札
幌

の
魅
力
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
環
境
へ
の
取
り
組
み
に
関

わ
る
今
後
の
仕
事
の
意
義
を
肌
で
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。
職
歴

と
し
て
は
広
報
課
が
長
か
っ
た
の
で
す
が
、
中
か
ら
見
つ
め
て

い
た
市
政
を
一
歩
離
れ
、
物
事
の
進
み
が
速
い
東
京
か
ら
俯
瞰

で
き
る
と
い
う
の
は
、大
き
な
経
験
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
は
東
京
事
務
所
の
一
員
と
し
て
、
皆
様
の
お
力
を
お
借
り

し
な
が
ら
、
東
京
の
活
力
を
札
幌
へ
つ
な
げ
る
よ
う
励
ん
で
参

り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

…
＊
…
＊
…
＊
…
＊
…
＊
…
＊
…
＊
…
＊
…
＊
… 

■ 

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
担
当
係
長 

國
安 

由
香
子 

 

こ
の
４
月
か
ら
東
京
で
暮
ら
し
始
め
ま
し
た
。
来
訪
を
待
っ

て
く
れ
て
い
た
よ
う
に
今
年
は
桜
の
開
花
が
遅
く
、
東
京
の
繊

細
な
桜
の
花
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
め
ま
ぐ
る
し

く
動
き
続
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
東
京
に
、
北
海
道
・
札
幌

と
は
一
味
違
う
四
季
が
、
歴
史
と
と
も
に
根
付
い
て
い
る
こ
と

を
、
早
く
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
前
職

と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
札
幌
国
際
芸
術
祭
で
は
、
道
外
・
海

外
か
ら
来
た
方
た
ち
か
ら
札
幌
に
つ
い
て
の
気
づ
き
を
得
る
機

会
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
私
も
こ
れ
か
ら
東
京
で
様
々
な
人
と

出
会
い
、
文
化
に
触
れ
る
と
と
も
に
、
改
め
て
札
幌
な
ら
で
は

の
魅
力
を
再
発
見
し
て
、
首
都
圏
・
札
幌
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
つ
な
げ
る
一
助
に
な
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

…
＊
…
＊
…
＊
…
＊
…
＊
…
＊
…
＊
…
＊
…
＊
… 

■ 

事
務
職
員 

小
村 

拓
翔 

 

こ
の
４
月
に
家
族
と
も
ど
も
上
京
し
ま
し
て
、
初
め
て
東
京

の
地
に
足
を
踏
み
入
れ
ま
し
た
。
東
京
で
の
生
活
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
す
が
、
通
勤
中
に
交
通
広
告
「
電
車
の
中
の
テ
レ
ビ

局
〝
ト
レ
イ
ン
Ｔ
Ｖ
〟
」
な
ど
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
発
見
し

胸
を
躍
ら
せ
た
り
、
公
園
に
子
ど
も
を
連
れ
て
行
っ
た
際
に
遊

具
の
種
類
や
気
温
の
高
さ
か
ら
札
幌
の
魅
力
を
再
認
識
し
た
り

す
る
な
ど
、
札
幌
と
の
違
い
を
見
つ
け
な
が
ら
充
実
し
た
毎
日

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
私
の
仕
事
は
首
都
圏
に
住
む
方
々
に
札

幌
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
す
か
ら
、
東
京
と
札
幌
と
の
違

い
を
た
く
さ
ん
感
じ
取
り
な
が
ら
、
札
幌
の
魅
力
を
効
果
的
に

発
信
し
て
い
け
る
よ
う
に
精
一
杯
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

札幌市東京事務所職員の皆さん 

（前列左から）脇坂 綾さん、磯尾尚弘担当課長、佐藤美賀所長 

工藤一也副所長、國安由香子さん、行天朋会さん 

（後列左から）後藤秀治さん、奥山寛之さん、小村拓翔さん、廣川沙耶さん 

工藤奈津子さん、佐藤史弥さん 
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■ 

東
京
札
幌
会
役
員
の
紹
介 

今
年
３
月
17
日
の
第
48
回
総
会
で
退
任
１
名
、
新
任
１
名
の
役
員

変
更
が
承
認
さ
れ
、
新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
は
、

ま
す
ま
す
の
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

※
任
期
は
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
の
第
49
回
総
会
ま
で 

★
女
性
（
役
員
の
女
性
比
率
40
％
） 

〈
会 

長
〉
秦 

豊
昭
（
は
た
・
と
よ
あ
き
） 

〈
副
会
長
〉
松
代 

洋
子
（
ま
つ
し
ろ
・
よ
う
こ
）
★ 

〈
幹
事
長
〉
道
見 

由
貴
（
ど
う
み
・
ゆ
き
）
★ 

〈
幹 

事
（
五
十
音
順
）〉 

岩
浪 

久
美
（
い
わ
な
み
・
く
み
）
★ 

大
江 

浩
人
（
お
お
え
・
ひ
ろ
と
） 

奥
園 

恵
美
子
（
お
く
ぞ
の
・
え
み
こ
）
★ 

木
下 

峻
一
（
き
の
し
た
・
し
ゅ
ん
い
ち
）
＊
新
任 

清
水 

宣
之
（
し
み
ず
・
の
り
ゆ
き
） 

道
免 

順
（
ど
う
め
ん
・
じ
ゅ
ん
） 

富
田 

信
二
（
と
み
た
・
し
ん
じ
） 

秦 

美
代
（
は
た
・
み
よ
）
★ 

福
崎 

芳
枝
（
ふ
く
ざ
き
・
よ
し
え
）
★ 

宮
永 

明
子
（
み
や
な
が
・
あ
き
こ
）
★ 

森
田 

茂
才
（
も
り
た
・
し
げ
と
し
） 

山
中 

茂
樹
（
や
ま
な
か
・
し
げ
き
） 

山
根 

早
苗
（
や
ま
ね
・
さ
な
え
）
★ 

米
村 

猛
（
よ
ね
む
ら
・
た
け
し
） 

渡
辺 

克
己
（
わ
た
な
べ
・
か
つ
み
） 

〈
監 

事
〉
金
曽 

裕
一
（
か
ね
そ
・
ゆ
う
い
ち
） 

佐
々
木 

昭
雄
（
さ
さ
き
・
あ
き
お
） 

                            

東
京
札
幌
会
は
札
幌
を
愛
す
る
有
志
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
会
」

で
す
。
当
会
に
集
う
仲
間
の
楽
し
い
交
流
の
場
を
設
け
る
と
と

も
に
、「
ふ
る
さ
と
札
幌
を
も
っ
と
元
気
に
！
」
と
願
う
応
援
団

と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。 

 

■ 

東
京
札
幌
会
こ
れ
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
（
予
定
） 

↓
同
封
の
《
ご
案
内
》
を
ご
覧
く
だ
さ
い 

 

７
月
20
日
（
土
）
正
午
～ 

 

▼
「
暑
気
払
い
ビ
ー
ル
会
（
夏
の
つ
ど
い
）」 

新
宿
ラ
イ
オ
ン
会
館
６
階
・
パ
ー
テ
ィ
個
室
ラ
イ
オ
ン 

↓
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
《
ご
案
内
》
を
お
届
け
し
ま
す 

 

９
月
～
12
月
頃 

 

▼
「
秋
の
つ
ど
い
」 

▼
「
第
５
回
札
幌
企
業
東
京
交
流
会
」 

 
２
０
２
５
年
３
月
頃 

 

▼
「
２
０
２
５ 

春
の
つ
ど
い
（
第
49
回
総
会
＆
懇
親
会
）」 

           

  

東京札幌会ホームページ 
▼ 

･http://www.tokyosapporokai.com/･ 
 
スマホは▼ 

イベントのご案内や開催報告などは 
東京札幌会のホームページに随時、 
掲載しています。ご活用ください！ 

● 

※登録のメールアドレス宛にイベント等のご案内 

  をお届けします。未登録の方は、ぜひ、ご登録 

  いただけますと幸いです。 

表
紙
の
写
真
▲
八
剣
山
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
ブ
ド
ウ
畑 

 

【 札 幌 市 南 区 砥 山 ・ 八 剣 山 ワ イ ナ リ ー 】 
古くからリンゴやサクランボなどの果樹栽培が行われてきた

八剣山地域。中でも、南に向かう扇状地が緩斜面を作り、水

はけ、日当たりが良い八剣山南山麓で、試験的にブドウ栽培

が開始されたのは 2008 年。2011 年に、同地域にふさわし

い“さっぽろ地ワイン”ブランドの製品化を目指して活動を始

めた「八剣山ワイナリー」は、この土地に最も適したブドウ品種

選定のため、25 種類以上の品種の試験栽培を続けている。 

広告を掲載しませんか？ 
 
本誌「東京札幌会だより」（Vol.54／

2024 年６月発行）より広告掲載を再

開しました。ご協賛各位に心より御

礼申し上げます。今後も協賛広告の

募集を継続いたします。掲載サイズ、

料金などの詳細は、下記事務局まで

お問い合わせください。 
▼ 

【東京札幌会事務局】 
〒100-0006 千代田区有楽町 2-10-1 

東京交通会館 3 階 札幌市東京事務所内 

TEL.03-3216-5090 

FAX.03-3216-5199 

E-mail：tksapporokai@gmail.com 
(担当：後藤、小村) 

 

「サッポロスマイル」は 
“笑顔になれる街”札幌 
の印象的なイメージロゴ 
魅力あふれる故郷を想い 
毎日を素敵な笑顔で！ 

【追悼～感謝とともに～】 
昨年 11 月 24 日に、当会第４代（2006～

2013 年）会長の渡辺 拓氏〈行年 90 歳〉

が、また、本年５月 27 日に、2018 年まで長

く役員を務めた横舘英雄氏〈行年 82 歳〉

が逝去されました。「楽しい東京札幌会」の

ために、長年にわたってお二人から賜りまし

たご貢献に深く感謝申し上げますとともに、

心からご冥福をお祈りいたします。 


